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地域医療再生学講座開設 

 

 畠山隆雄 (地域再生医療学講座主任教授) 

  

 

昨年平成２２年４月に私どもの地域医療再生学（寄附）講座が開設されました。当講座の成り立ちから

これまでを振り返り、今後のあり方を述べたいと思います。 

「地域医療再生」は、昨年（２００９年）の１月、当時麻生太郎総理大臣が地域の医師不足・救急医療

等の課題対応と景気改善の緊急対策として「地域医療再生」と銘打ちしたものです。その後、政権交代等

の紆余曲折を経て、国は平成２１年度から２５年度までの５年間の「地域医療再生交付金事業」として、

各都道府県内にある２ヶ所の２次医療圏に１ヶ所２５億円ずつの資金を交付しました。 

愛媛県は医師不足で救急医療等の問題を抱えていた八幡浜・大洲圏域と、県立三島病院の民間移譲に伴

う地域医療の混乱が予想された宇摩圏域（四国中央市）を交付地域として選定しました。その後、県は両

地域の医療支援等の目的で、受けた交付金の一部を愛媛大学に寄附しました。この県の再生計画策定の段

階から、愛媛大学では大西丘倫大学院研究科長、横山雅好附属病院長が中心となり、今年（２０１０年）

４月に八幡浜・大洲圏域を担当する「地域救急医療学」と宇摩圏域担当の「地域医療再生学」の２つの寄

附講座の開設と地域医療支援センター（仮称）建設（２０１１年６月完成予定）の計画・実施を推進され

ました。 

この地域医療再生学（寄附）講座は以上の目的で開設されましたが、メンバーは今川 弘教授（心臓血

管外科）、篠原直樹助教（脳神経外科）、村尾紀久子助教（小児科）、そして私（脳神経外科）４名の臨床系

医師で構成された小所帯です。四国中央市役所にある「地域サテライトセンター」を通じて公立学校共済

組合四国中央病院に村尾助教と石川病院に残り３名（両病院にも愛媛大学「地域サテライトセンター」が

あります）の医師を派遣し、専門科の業務と救急支援にあたっています。さらに、後に建てられる地域医

療支援センターから大学内各科医師の支援を受けて、四国中央市の医療再生を図っていくことも計画され

ています。また、若い医師が愛媛に残る手立ての一つとして、地域の病院で医学生の実習（平成２２年５

月に２名実習）や研修医の研修ができる支援も行います。 

昨年４月より各教員は地域サテライトセンターの設置病院の診療支援を行い、この地域の救急医療の問

題について実感しています。そのことより現場の医療を通じた問題の改善の方策について検討しています。

また、県、市、２次救急病院代表そして当講座教授の参加による１～２か月に１回開催される四国中央市

の「２次救急受入に係る検証委員会」で、救急病院受け入れ困難事例を中心に検討されています。 

今後罹患率の高い高齢者の患者の増加で、地域医療の中核である２次救急病院にさらに負担が掛かるこ

とが考えられます。過重労働等による勤務医離れで診療科休止や病院閉鎖がないようにするために、不要・

不急の時間外受診の抑制、１次から３次までの医療機関の連携について、行政・２次救急病院・医師会そ

して住民が一体となって救急医療を含めた幅広い地域医療の問題に取り組むことが必要と思われます。そ

のために、当講座は、行政・２次救急病院・医師会と連携しながら、住民への救急や生活習慣病の演題会、

地域の説明会等を通じて、応急処置や適正な医療機関への受診の啓蒙を平成２２年度に引き続いて行って

いきます。また、脳卒中、心筋梗塞などの国・県の事業政策を地域に展開する支援も行う予定です。 
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地域医療再生学講座の 1年間 

 

今川 弘 (地域医療再生学講座教授) 

 

 

平成 22 年４月１日に、愛媛大学 医学部に「地域医療再生学講座」が開設され、同時に、四国中央市に

「地域サテライトセンター」（石川病院ならびに四国中央病院）が設置されました。地域医療再生学講座に

おいては、大学・大学院(教育)，医療機関等(臨床)，地域（宇摩圏域）との有機的な連携を基盤として、

地域医療の実践、それに関わる教育・研究支援事業，地域住民や専門職に対する生涯学習・交流事業，健

康増進のための支援事業などを行っていきたいと考えています。本講座からは、石川病院内のサテライト

センターに３名（脳神経外科専門医２名、心臓外科専門医１名）、四国中央病院のセンターに教員１名（小

児科専門医）を派遣し、それぞれの病院にて一般および救急診療の支援を行っています。 

地域医療とは「地域住民に対する医療・生活支援活動」であり、地域医療の目標とは、住民、医療関係

者、行政が一体となって、病気を治療することのみならず、退院後のリハビリテーションや日常生活への

復帰支援、健康の維持・増進、あるいは病気の管理を行うことである、と考えられます。この観点からは、

講座の構成員が宇摩圏域における“地域医療”の充実に貢献できたことは間違いないと確信しています。

一方で、医師の偏在化や心理の変化、患者の大病院志向などが医療問題として生じ、さらに、これらが地

域医療の破綻を招いているという、日本全体に見られる構図が、四国中央市においても認められると思わ

れます。宇摩圏域においては、救急医療のこれまでの経過、今後のあり方等について、四国中央市行政と

二次救急病院の間で懇談会が開催されてきました。われわれも、四国中央保健所、四国中央市消防本部、

宇摩医師会、愛媛県等と共に、この話し合いに出席させていただき、地域医療の問題点を明らかにすると

共に、その解決に向けてのお手伝いをしたいと考えています。さらに、行政、保健所、二次救急病院、医

師会等で主催されている疾病の説明会・演題会を通じて、地域住民の健康支援活動に取り組んで参ります。 

平成 22 年度には、愛媛大学医学生（５年生）２名の臨床実習（5 月 10～21 日）を石川病院において行

いました。学生は医療専門家とともに住民とふれあうことから、地域医療を実践的に学ぶことができるの

ではないかと考えています。愛媛大学医学部の学生に対して、新しい臨床教育の場の一つを宇摩圏域にお

いて提供することとなったのではないでしょうか。平成 23年度からは、住民と学生の関係をより密接なも

のとすることにより、医療者と学生が住民の健康に資するという地域貢献の考え方を学生が学びやすくす

ることや、住民が学生教育に参加するという、いわゆる地域の大学化の実現を目標とすることも可能とな

るのではないかと考えています。また、地域での実地医療および診療連携に参画することにより、学生に

おいては地域医療の現状と課題を理解すると共に、人間性と協調性に溢れた医療を実践するという地域医

療の理念を自覚してもらえるのではないかと期待しております。 

今後とも、宇摩圏域の医療者の一員として、地域医療診療に貢献していきたい、と考えております。さ

らに、地域住民が求める良質の医療を恒常的に提供していくことを目的に，社会に貢献できる医療職を育

成したいと思っています。いろいろと述べて参りましたが、目標を高く掲げ、一歩一歩地道に進むことが

大事だと念じております。皆様方のご支援、ご鞭撻を、どうぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

        

 



   

3 
 

平成 22年度活動実績等 

 

[1]教育活動 

4 月～(H23)3 月  講義：「地域中核病院の脳神経外科」医学部医学科 5 年生（臨床参加型実習）【畠山】 

5 月 10日～21 日 医学実習の指導(石川病院) 医学部医学科 5 年生 2 名【畠山・今川】 

6 月 25 日 講義：「頭部外傷の応急処置」医学部医学科 1 年生【畠山】 

10 月 8 日 客観的臨床能力試験（OSCE)のための実習 医学部 4 年生【村尾】 

11 月19 日  客観的臨床能力試験（OSCE)のための実習 医学部 4 年生【畠山】 

12 月 3 日 客観的臨床能力試験（OSCE)のための実習 医学部 4 年生【今川】 

1 月28 日  講義：「頭部外傷」(愛媛大学城北キャンパス）工学部 1 年生【畠山】 

 

[2]研究活動 

今川：｢宇摩医療圏の高齢者心房細動患者における血栓形成病態の血液凝固系活性による評価」 

 

村尾：「極低出生体重児の慢性肺疾患の客観的指標と早期介入に関する研究」 

  

 [3]学会発表 

村尾 

11 月 5日 第 55回日本未熟児新生児学会学術集会（兵庫県神戸国際会議場） 

  演題：「出生前に原因の特定されなかった羊水過多症例の検討」 

 

[4]論文発表・その他 

 Morihara H, Zenke K, Shouda D, Fujiwara S, Suehiro S, Hatakeyama T: 

Intraorbital encephalocele in an adult patient presenting with pulsatile exophthalmos.  

Neurol Med Chir (Tokyo) 2010;50:1126-1128 

 

 Imagawa H，Shikata F, Kido T, Hosokawa K, Ryugo M, Kawachi K, Mochizuki T: 

Dual source computed tomography demonstrating obstruction of left ventricular outflow tract 

in a patient after mechanical valve replacement using a Starr-Edwards mitral disk prosthesis.  

Ann Thorac Surg 2010;90:314 

 

 Imagawa H，Ishikawa K: 

Fading out dip and plateau pattern of right ventricular pressure in constrictive 

pericarditis.  

Circulation 2010;122:404-5  

 

 Shikata F, Nagashima M, Kawachi K, Kido T, Watanabe K, Ryugo M, Imagawa H, Mochizuki T: 

Images in cardiovascular medicine. Dual-source computed tomography for visualization of the 

abnormal motion of the aortic cusp after re-replacement of the mitral valve. 
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Circ J 2010;74(10):2241-3. Epub 2010 

 Higaki T, Yamamoto E, Ryugo M, Imagawa H, Shikata F, Nagashima M, Ohta M, Takata H, Murao 

K, Chisaka T, Moritani T,Watanabe R, Tomita H, Kawachi K, Ishii E: 

The use of a handmade balloon-expandable covered stent for native co-arctation of the aorta 

in an adult patient: a report of a first case in Japan.  

Cardiol 2010;56(3):287-90. Epub2010 

 

 Shikata F, Imagawa H, Kawachi K, Kido T, Kurata A, Inoue Y, Hosokawa K, Nagao M, Higashino 

H, Mochizuki T, Ryugo M, Nagashima M: 

Regional myocardial blood flow measured by stress multi detector computed tomography as a 

predictor of recovery of left ventricular function after coronary artery bypass grafting. 

Am Heart J 2010;160(3):528-34 

 

 Nagashima M, Shikata F, Okamura T, Yamamoto E, Higaki T, Kawamura M, Ryugo M, Izutani H, 

Imagawa H, Uchita S, Okamura Y, Suzuki H, Nakamura Y, Tagusari O, Kawachi K: 

Anomalous subaortic left brachiocephalic vein in surgical cases and literature review. 

Clin Anat 2010;23(8):950-5 

 

 Imagawa H, Shiozaki T, Ryugo M, Shikata F, Nakata T, Nagashima M, Kawachi K:  

Off-pump coronary bypass via left thoracotomy resulting from sternoclavicular arthritis.  

Ann Thorac Cardiovasc Surg 2010;16(2):125-7 

 

 畑地登志子，今川弘，塩崎隆博，流郷昌裕，河内寛治: 

骨形成不全症に並存した大動脈弁閉鎖不全症の 1例. 

日臨外会誌 2010;71：2539-2542 

 

 畠山隆雄: 

宇摩地域の医療の課題.  

宇摩医師会報 2010;130:1-3 

 

 今川弘: 

宇摩地域の医療の課題.  

宇摩医師会報 2010;130:4-5 

 

 村尾紀久子: 

宇摩小児科医会報告.  

宇摩医師会報 2010;130:18-20 
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 畠山隆雄: 

地域医療とパンドラの箱.  

愛媛県医師会報 2011;852:20-22 

 

 

[5]研究会・学会・セミナー等参加 

畠山 

5 月 29 日  愛媛脳神経外科懇話会第 101 回学術集会（愛媛県ひめぎんホール） 

9月 3日 第 3回愛媛脳卒中シームレス研究会・学術講演会（愛媛県ひめぎんホール） 

9月 11 日 第 12 回中国四国脳卒中研究会（岡山県岡山コンベンションセンター） 

10 月 9日 第 38回日本救急医学会総会・学術集会（東京都東京ビッグサイト） 

10 月 27 日 日本脳神経外科学会第 69回学術総会（福岡県福岡コンベンションセンター） 

11 月 13 日 愛媛脳神経外科懇話会第 102 回学術集会（愛媛県リーガロイヤルホテル新居浜） 

11 月 20 日 第 8回学術総会日本医療バランスト・スコアカード研究学会（大阪府大阪ビジネスパー

ク円形ホール） 

2月 5日 第 9回石川病院グループ学会（愛媛県石川病院） 

2月 10 日 第 7回愛媛 Stroke セミナー（愛媛県ホテル JAL シティ） 

2 月 18 日 第 48 回愛媛脳神経外科懇話会（愛媛県大和屋本店） 

 

今川 

4 月 8日 第 110 回日本外科学会定期学術集会（愛知県名古屋国際会議場） 

6月 11 日 第 96 回日本循環器学会中国・四国合同地方会（鳥取県米子コンベンションセンター） 

6月 24 日 第 53 回関西胸部外科学会学術集会（愛知県名古屋国際会議場） 

7月 10 日 第 15 回せとうち心臓ＣＴ勉強会（岡山県岡山国際交流センター） 

7月 15 日 第 42 回日本動脈硬化学会総会・学術集会（岐阜県長良川国際会議場） 

7月 23 日 第 3回呉国際医療フォーラム（広島県呉医療センター） 

7月 29 日 第 15 回日本冠動脈外科学会学術大会（大阪府ホテル阪神） 

8月 26 日 日本ブリーフサイコセラピー学会第 20回長崎大会（長崎県長崎ブリックホール） 

9月 11 日 第 2回日本静脈経腸栄養学会四国支部会学術集会 

（愛媛県松山市総合コミュニティーセンター） 

9月 18 日 日本保健医療社会学会・関西定例研究会（大阪府龍谷大学大阪梅田キャンパス） 

9月 25 日 大阪府臨床工学技士会（大阪府大阪大学銀杏会館） 

10 月 7日 第 14回日本心不全学会学術集会（東京都京王プラザホテル） 

10 月 8日 地域医療についての懇談会（愛知県名古屋市立大学） 

10 月 9日 第 6回「市民のためのがん治療の会」講演会（島根県ビッグハート出雲） 

10 月 24 日 第 63 回日本胸部外科学会定期学術集会（大阪府大阪国際会議場） 

10 月 30 日 第 20 回広島がんセミナー・第 4回三大学コンソーシアム（広島県広島国際会議場） 

11 月 13 日 第 31 回日本レーザー医学会総会（愛知県ウインクあいち） 
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11 月 20 日 せとうち心臓ＭＲ研究会（愛媛県ＥＢＣホール） 

11 月 27 日 第 69 回 QOL 研究会（兵庫県神戸女学院大学） 

12 月 3日 第 11回日本クリニカルパス学会（愛媛県ひめぎんホール） 

1月 8日 第 13回日本成人先天性心疾患学会（福岡県福岡国際会議場） 

1月 20 日 TALENT 胸部ステントグラフトシステム WORKSHOP（大阪府大阪大学） 

1月 21 日 第 21 回日本心血管画像動態学会（愛媛県ひめぎんホール） 

1月 30 日 第 43 回若年者心疾患対策協議会（山口県山口県総合保健会館） 

2月 22 日 第 41 回日本心臓血管外科学会学術総会（千葉県東京ベイ舞浜ホテルクラブリゾート） 

3月 26 日 第 6回脳心血管抗加齢研究会（東京都東京ステーションコンファレンス） 

3月 15 日 心電図記録装置・伝送システム導入についての懇談会（愛媛県四国中央市消防署） 

 

篠原 

5 月 29 日 愛媛脳神経外科懇話会第 101 回学術集会（愛媛県ひめぎんホール） 

6月 10 日 第 25 回日本脊髄外科学会（愛知県名古屋国際会議場） 

6月 19 日 第 1回愛媛脊椎脊髄病セミナー（愛媛県リジェール松山） 

9月 3日 第 3回愛媛脳卒中シームレス研究会・学術講演会（愛媛県ひめぎんホール） 

9月 29 日 四国中央市消防署 ICLS スキルアップセミナー（愛媛県四国中央市消防署） 

10 月 9日 第 10回 Autumn Brain Conference in Dogo（愛媛県道後山の手ホテル） 

10 月 23 日 第 9回東予 ICLS（愛媛県済生会西条病院） 

10 月 27 日 日本脳神経外科学会第 69回学術総会（福岡県福岡コンベンションセンター） 

12 月 11 日 第 2回愛媛脊椎脊髄病セミナー（愛媛県松山市総合コミュニティーセンター） 

2月 5日 第 9回石川病院グループ学会（愛媛県石川病院） 

2月 10 日 第 7回愛媛 Stroke セミナー（愛媛県ホテル JAL シティ） 

 

村尾 

7 月 11 日 第 46 回日本周産期・新生児医学会（兵庫県神戸国際会議場） 

11 月 20 日 第 18 回小児集中治療ワークショップ（長野県軽井沢プリンスホテルウエスト） 

2月 18 日 第 17 回日本胎児心臓病学会（北海道旭川グランドホテル） 

 

[6]社会貢献 

(1)各種委員会 

5 月 19 日 第 1 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

5 月 31 日 救急医療対策協議会第 1 回専門委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

6 月 18 日 第 2 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

7 月 13 日 救急医療対策協議会第 2 回専門委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

7 月 22 日 第 3 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

9 月 1 日 第 1 回宇摩圏域医療再生計画推進協議会 (四国中央市)【畠山・今川】 

9 月 30 日 第 4 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

11 月 25 日 第 6 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 
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12 月 22 日 救急医療対策協議会第 3 回専門委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

1 月 24 日 第 7 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

3 月 24 日 第 8 回二次救急受入に係る検証委員会 (四国中央市)【畠山・今川】 

 

(2)講演会 

5 月 14 日 四国中央市ＰＴＡ連合会専門委員会(四国中央市) 

  演題：「四国中央市の救急医療について」【畠山】参加人数 70 名 

 

5 月 26 日 四国中央市第 24 回定期総会元気で百まで生きよう会(四国中央市) 

  演題：「脳卒中とその予防」【畠山】参加人数 27 名 

 

7 月 21 日  新居浜地区ＭＲ勉強会(新居浜市) 

演題：「脳梗塞の治療戦略」【畠山】参加人数 34 名 

 

8 月 31 日 四国中央市第 25 回定期総会元気で百まで生きよう会(四国中央市) 

演題：「心臓病について」【今川】参加人数 36 名 

 

9 月 18 日 第 5 回石川病院栄養教室(四国中央市) 

演題：「心臓病と高血圧」【今川】参加人数 21 名 

 

10 月 5 日 川之江ロータリークラブ職場例会(四国中央市) 

演題：「脳卒中について」【畠山】 

演題：「高齢者における心疾患について」【今川】参加人数：53 名 

 

10 月 25 日 社会福祉法人愛美会地域ふれあい講演会(四国中央市) 

演題：「脳卒中について」【畠山】参加人数 105 名 

 

11 月 25 日 新居浜地区 MR 勉強会(四国中央市) 

演題：「脳卒中診療について」【篠原】参加人数 20 名 

 

12 月 1 日 四国中央市適正受診啓発講演会(四国中央市) 

演題：「心臓病で倒れないために」【今川】参加人数 85 名 

 

1 月 24 日 社会福祉法人愛美会地域ふれあい講演会(四国中央市) 

演題：「いろんな心臓の病気の知りたいこと」【今川】参加人数 70 名 

 

 

2 月 16 日 石川病院地域健康教室“こたないん会”(四国中央市) 

演題：「脳卒中にならないために」【畠山】参加人数 30 名 
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2 月 20 日 第 18 回川滝地区「女性の集い」(四国中央市) 

演題：「脳卒中の予防と治療」【畠山】参加人数 125 名 

 

2 月 22 日 第 3 回石川病院地域医療講演会(四国中央市) 

演題：「脳卒中－早期治療で命を救う－」【畠山】、参加人数 472 名 

 

3 月 12 日 第 5 回石川病院糖尿病講演会(四国中央市) 

演題：「糖尿病と脳卒中」【篠原】参加人数 68 名 

 

 

 

[7]診療 

畠山：月～水曜日 石川病院外来 診療患者数 20～30 名/日 

 木曜日  愛媛大学附属病院脳神経外科外来診療 

   日・当直（1～2次救急診療）2～3回／月 

 

今川：月～土曜日 石川病院外来診療 患者数 30～40 名/日 

日当直（1～2次救急診療）2～3回／月 

 

篠原：月曜日  愛媛大学附属病院手術 

火曜日  愛媛大学附属病院脊椎センター外来診療 

木～土曜日 石川病院外来診療 患者数 20～30 名/日 

日・当直（1～2次救急診療）2～3回／月 

 

村尾：  四国中央病院小児科外来 2/週 患者数 23～46 名／日 

健診 1回／週 30～40 名、予防接種 1回／週 15～50 名 

 当直 3～4回／月、待機当番 8回 
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2010 年 3 月 31 日えひめドクターバンク通信 
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2010 年 3 月 30 日 愛媛新聞 

四国中央レポート 第 19 巻第 10 号 

四国中央レポート 第 19 巻第 11 号 
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愛媛大学医学部附属病院広報誌 INVITATION VOL.20,2010 
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広報 四国中央市 5 月号 

広報 四国中央市 11 月号 
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石川病院ニュース 2010.4 №63 

石川病院ニュース 2010. №64 
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石川病院ニュース 2010.8 №65 

石川病院ニュース 2010.10 №66 

石川病院ニュース 2011.1 №67 
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社会福祉法人愛美会 山田井の郷新聞第 1 弾 12 月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会福祉法人愛美会 山田井の郷新聞第 3 弾 2 月号 


